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 まとめ・謝辞

今年の研究では電気量の測定や大型化，形状のコントロー

ルに成功しました．この成果は芸術，科学教育，金属材料の

分野に生かせるのではないかと考えています．今後も，これ

らの応用のために研究を深めていきたいと思います．

金属学会の高校生ポスター発表では，高校生や高専生の方

と研究発表させていただきました．大学の先生方からのアド

バイスや質問を基に追加実験を行い，研究全体を考え直すこ

とができました．優秀ポスター賞をいただけたことは大きな

自信となり，日本学生科学賞中央審査で，本校の先生方，先

輩方からのアドバイスにより発表をブラッシュアップし，科

学技術政策大臣賞を受賞することができました．

本研究とその発表を通して，私たちはひとまわり大きく成

長できたと感じています．ありがとうございました．
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